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crWPt…池平 Ｑ畦元雄平 NIiriWlIl4mや ＣＱゆ伽幽平
半自然分類とＰ．Ｗ・Thomson＆Ｈ､Ｄ・
Pflugの形態分顛であるが、彼等は自然分類
は全く採り入れていない。
我が国で行われている分類も、各研究者間
で統一的な方法がとられているわけでなく、
分類命名の問題については今後稔討すべき
ものである。Pflugの分類．命名が一般に
よく用いられているようであるが、一応徳永
重元博士の考えを紹介しておく。
第４紀：（自然分類）一般植物名の属名を
用うる。
新第３毎：（半自然分類）できるだけ植物
の属名を用うる。関連不明の場合はPflugの
分類による形態分類表現の属名を採用する。
大区分花粉の形態による
中・小区分（属種の位間に相当）
一般植物名による
古第３忽：（形態分類）純形態分類を用う
る。
形態分類の要点を記すれば次のようになる。
Ｐｏｌｌｅｎｉｔｅｓ
ｌ ｂｔ・Ｂｉｌａｓｅｒｅｓ
Ｆｂｒｍｇｅｎｕｓ：ＭｍｏｃｏＩｐｏｐｏＩｌｅｎｉｔｅｓ
ⅡAbt・Inapertures（無孔形）・
Formgenus：ＩｎａｐｅｒｔｕｒｏｐｏｌＩｅｎｉｔｅｓ
